
平成12年2月発行 令和3年3月改訂 

上峰町教育委員会 
〒849-0 123 佐賀県三養基郡上峰町大字坊所319-4 

1EL0952-52-3833・FAX0952-52-3888 

■天然記念物／八藤丘陵の阿蘇4火砕流堆積物と埋没林（地図番号8) 

■天然記念物／カササギ生息地 

■重要文化財（考古資料）／ニ塚山遺跡出土品（地図番号7) 

r 	＝こ叫遣， 
上峰町まで 
● JR長崎本線 

吉野ケ里公園駅または中原駅より車で約10分 

●西鉄バス 

佐賀駅バスセンターより40番系統で約45分（下津毛まで） 

西鉄久留米駅、JR久留米駅より40番系統で約35分（下津毛まで） 

鳥栖駅よ043番系統で約25分（切通まで） 

●長崎自動車道 

東脊振インターより車で約15分 
' 

佐賀県史跡／ニ塚山五本谷遺跡（地図番号7) 

佐賀県史跡／船石遺跡（地図番号13) 

佐賀県史跡／堤土塁跡（地図番号9) 

佐賀県重要文化財（考古資料）/ 

上峰町切通出土轟棺とその遺物一括（地図番号16) 

佐賀県重要文化財（考古資料）/ 

船石遺跡122号墳出土遺物一括（地図番号13) 

重要文化財（考古資料）/ 

一本谷遺跡出土長宜子孫連弧文鏡一面（地図番号18) 

佐賛県重要無形民俗文化財／米多浮立（地図番号28) 

轟上峰町重要文化財（彫刻）／慈眼寺（廃寺）木造聖観音立像（地図番号6) 

霞上峰町重要文化財（彫刻）／阿弥陀如来立像（地図番号31) 

町重要文化財（工芸）／銅鐘（地図番号31) 

丁重要文化財（建造物）／佐渡宮肥前鳥居（地図番号24) 

丁重要文化財（考古資料）／塔の塚廃寺出土の瓦（地図番号27) 

上峰町指定文化財 

~佐賀県指定文化財 

上峰町の指定文化財ー覧■ 
国指定文化財 
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郷土史のお問い合わせは上峰町ふるさと学館へ 

北口登山道の古墳 
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土
塁
は
、
土
を
一
層
ごと
に
つ
き
固
め
、
こ

れ
を
幾
層
に
も
積
み
上
げ
て
い
く
「
版
築
」
 

と
呼
ば
れ
る
工
法
で
築
か
れて
い
る
。
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ニ塚山遺跡出土遺物 
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■

鎮
西

山
と
為
韓
伝
説
（
地
図
番
号1

・2
)
 

鎮
西
山
に
は
、平
安
時
代
末
期
の
武
将
、
 

源
為
朝
（
」
冒
ー
」
ミ
）
の
伝
説
が
残
っ
て

い
る
。
傍
若
無
人
の
暴
れ
者
で
あ
っ
た
為
朝

は
1
3歳
の
時
、九
州
に
流
さ
れ
、自
ら
「
鎮
西

八
郎
」
と名
乗
り
、1
5歳
で
九
州
を
平
定
し
た
。
 

『肥
陽
軍
記
』
に
は
、「
東肥
前
の
屋
形
原

に
館
を
構
え
、北
の
鎮
西
山
頂
に
城
を
築
い

た
」
と
記
さ
れ
、
弓
の
名
手
で
あ
っ
た
為
朝

が
、宴
の
座
興
で
鎮
西
城
か
ら
遠
く
の
老
人

の
寵
を
射
抜
い
た
が
、そ
の
老
人
が
矢
を
投

げ
返
し
彼
の
慢
心
を
諌め
た
と伝
え
ら
れて
いる
。
 

五
万
ケ
池
に
も
為
朝
の
武
勇
を
伝
え
る

伝
説
が
残
っ
て
い
る
。
 

あ
る
時
、為
朝
を
討
と
う
と
鎮
西
城
を
攻

め
た
敵
五
万
騎
余
り
が
、為
朝
に
よ
り
、こ
の

辺
り
で
討
た
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
名
が
付

け
ら
れ
た
と
い
う
。
 

鎮
西
山
の
頂
上
に
は
、今
も
土
塁
や
空
濠

の
跡
が
残
り
、為
朝
の
居
城
で
あ
った
か
真
偽

の
ほ
ど
は
別
と
し
て
、実
際
に
中
世
の
山
城

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
って
い
る
。
 

塁
 

土
 

の
 

城
 

山
 

の
 

頂
 

山
 

鎮
西
山
と
そ
の
周
囲
の
山
麓
に
は
古
墳

時
代
後
期
（
7
世
紀
頃
）
の
古
墳
が
数
多く

残
っ
て
い
る
。登
山
道
の
所
々
に
も
塚
廿
古

墳
が
残
っ
て
お
り
、塚
の
中
に
は
、大
人
が
立
 
 

て
る
よ
う
な
広
く
立
派
な
石
室
（
遺
体
を
お

さ
め
た
部
屋
）
を
もつ
も
の
も
あ
る
。
 

塚
原
と
い
う
地
名
も
、
こ
の
よ
う
な
古
墳

が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 

●

ハ
藤
丘
陵
の
阿
蘇
4
火
砕
流
堆
積
物
と

埋
没
林
（
国
天
然
記
念
物
）
（地
図
番
号8
)
 

圃
場
整
備
の
工
事
中
に
地
下
約
3
m
の
地

中
か
ら
、長
さ
2
2m

、
幹
の
直
径
1
5m
の
巨
大

な
倒
木
 
（
マ
ッ
科
トウ
ヒ
属
、
モ
ミ
木
の
一
種）
 

が
発
見
さ
れ
た
。巨
木
の
周
囲
に
も
た
く
さ

ん
の
焼
け
こ
げ
た
木
々
が
埋
ま
って
い
た
。
 

こ
れ
ら
の
木
々
は
、約
9
万
年
前
の
阿
蘇
 

4
火
砕
流
と
呼
ば
れ
る
北
部
九
州
一
円
を覆

い
つ
く
す
よ
う
な
大
火
砕
流
に
よ
り
な
ぎ
倒

さ
れ
埋
ま
っ
た
当
時
の
森
林
の
跡
で
あ
った
。
 

出
土
し
た
木
々
か
ら
当
時
の
森
が
復
元
さ

れ
、
気
温
も
年
平
均
で
5
1
6
で
低
く
、
当

時
の
九
州
の
気
候
が
現
在
の
東
北
地
方
あ

た
り
の
気
候
だ
った
こ
と
が
わ
か
った
。
 

資
料
の
一
部
はふ
る
さ
と
学
館
に
展
示
し

て
い
る
。
 

■

堤
土
塁
跡
（
県
史
跡
）
 
（
地
図番
号
9
)
 

八
藤
丘
陵
と
二
塚
山
丘
陵
が
も
つと
も
狭

ま
る
谷
に
全
長
約
期
m

、基
底
部
幅
約
4
0m
 

の
人
工
の
土
塁
が
築
か
れ
て
い
る
。奈
良
時

代
に
造
ら
れ
、堤
と
い
う
集
落
の
名
前
の
起

こ
り
と
も
な
った
こ
の
土
塁
は
、現
在
は
東
西

に
分
か
れ
た
形
で
残
っ
て
い
る
。
 

福
岡
県
の
「
水城
」
に
似
た
土
塁
で
あ
る

こ
と
か
ら
「小
水
城
」
と
呼
ばれ
、
そ
の
築
造

目
的
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。大
宰
府
の
有
明

海
方
面
の
敵
に
備
え
る
た
め
の
防
衛
施
設
、
 

農
業
用
水
の
溜
め
池
の
堤
防
施
設
な
ど
と

言
わ
れ
て
き
た
。し
か
し
、最
近
の
発
掘
調
査

で
、土
塁
か
ら
東
に
続
く
道
路
状
の
遺
構
が

見
つ
か
り
、
こ
の
土
塁
が
谷
間
に
道
路
を
渡

す
た
め
の
陸
橋
の
よ
う
な
施
設
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
って
き
た
。
 

■

二
塚
山
五
本
谷
遺

跡
（
県
史
跡
）
 

（地
図
番
号
1
1)
 

二
塚
山
五
本
谷
遺
跡
は
、工
業
団
地
の
建

設
に
先
立
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、豊
富

な
副
葬
品
を
持
つ
弥
生
時
代
の
嚢
棺
墓
群

や
古
墳
時
代
の
方
形
周
溝
墓
な
ど
が
見
つ
か

っ
て
い
る
。現
在
は
、遺
跡
の
一
部が
埴
輪
の
窯

跡
な
ど
と
と
も
に
工
業
団
地
内
に
緑
地
と
し

て
保
存
さ
れ
、県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
 

ま
た
、こ
の
調
査
で
究
棺
墓
か
ら
出
土
し

た
鉄
剣
、
銅
鏡
、玉
類
な
ど
の
副
葬
品
は
、国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、県
立
博
物
館

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
 

■

船
石
遺
跡
（
県
史
跡
）
 

（
地
図
番
号
馨

船
石
遺
跡
は
、船
石
地
区
の
丘
陵
上
に
広

が
る
町
内
で
も
有
数
の
大
遺
跡
で
、縄
文
時

代
か
ら
中
世
に
及
ぶ
遺
構
や
遺
物
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
 

船
石
遺
跡
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
舟

石
宮
天
神
社
境
内
に
は
、船
石
の
地
名
の
起

こ
り
と
な
った
「
船
石
」
はじ
め
「
亀
石
」
、「
鼻

血
石
」
と
呼
ばれ
る
巨
石
が
残
って
い
る
。
 

船
石
と
亀
石
は
支
石
墓
、鼻
血
石
は
5
世

紀
代
の
古
墳
の
石
室
の
天
井
石
で
あ
る
こ
と

が
発
掘
調
査
で
わ
か
った
。こ
の
ほ
か
にも
境

内
に
は
、嚢
棺
墓
約
期
基
、
5
世
紀
代
の
古

墳
2
基
を
は
じ
め
、住
居
跡
、
そ
れ
に
墳
丘

墓
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
基
壇
状
の
遺
構

な
ど
が
検
出
さ
れ
、県
の
史
跡
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、古
墳
か
ら
出
土
し
た
蛇
行
状
鉄
剣

や
蛇
行
状
鉄
矛
は
、県
の
重
要
文
化
財
と
し

て
指
定
さ
れ
、ふ
る
さ
と
学
館
に
展
示
し
て

い
る
。
 
 

■

目
達
原
古
墳
群
（
地
図

番
号
1
9・2
0・2
5)
 

戦
前
ま
で
は
、目
達
原
（
米
多
原
）
一
帯
に

は
、前
方
後
円
墳
7
基
と
大
小
の
円
墳
が
点

在
し
、目
達
原
古
墳
群
と
呼
ば
れ
る
5
世
紀

後
半
代
の
古
墳
群
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
 

当
時
、
米
多
地
区
を
中
心
と
し
た
こ
の
地

域
は
「
米
多
犀建
」
が
治
め
て
い
た
o
そ
の
初

代
の
米
多
国
造
に
任
命
さ
れ
た
の
が
応
神

天
皇
の
曾
孫
に
あ
た
る
都
紀
女
加
と
い
う
人

物
で
、以
後
、
こ
の
地
を
代
々
治
め
、目
達
原

に
古
墳
を
残
し
た
の
が
都
紀
女
加
と
そ
の
一

族
で
あ
っ
た
。
 

昭
和
1
7年
、
陸
軍
飛
行
場
の
建
設
に
よ

り
二
帯
の
古墳
は
破
壊
さ
れ
る
こ
と
にな
った
。
 

戦
時
下
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
な
か
調
査

が
行
わ
れ
、古
墳
群
の
前
方
後
円
墳
の
中
で

一
番
古
い形
式
の
「
上
の
び
ゆ
う
塚
」
が
、「
初

代
米
多
国
造
都
紀
女
加
王
墓
」
と
し
て
宮

内
省
の
管
理
の
も
と
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
 

調
査
を
終
え
た
主
要
な
古
墳
は
、
都
紀

女
加
王
墓
の
北
に
隣
接
す
る
土
地
に
、実
際

の
古
墳
の
七
分
の
ー
の墳
丘
が
造
ら
れ
改
葬

さ
れ
、今
日
、町
の
古
墳
公
園
と
な
って
い
る
。
 

■

佐
渡
神
社
肥
前
鳥
居
（
町
重
要
文
化
財
）
 

（地
図
番
号
2
4)
 

佐
渡
神
社
は
、
神
埼
町
姉
川
に
本
拠
を

置
き
坊
所
郷
を

領
し
た
姉
川
氏
が
、
正
平
 

4
年
（
1
3
4
9
）
に筑
前
箱
崎
宮
の
御
分
霊
を

肥
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
 

江
戸
時
代
初
め
に
鍋
島
清
虎
に
よ
って
社

殿
が
再
建
さ
れ
、慶
長
1
0年
（
1
6
0
5
）
、石
造

の
鳥
居
が
建
立
さ
れた
。
 

こ
の
鳥
居
は
、「
肥
前
鳥
居
」
と
呼
ば
れる

形
式
の
鳥
居
で
、現
存
す
る
町
内
最
古
の
も

の
と
し
て
町
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
 
 

■

米
多
浮
立
（
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
 

（地
図
番
号
2
8・2
9・翌

米
多
浮
立
は
、江
戸
時
代
中
頃
か
ら
、米
多

地
区
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
で
あ
る
。
 

浮
立
は
、
佐
賀
県
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ

て
分
布
し
て
い
る
が
、そ
の
な
か
でも
米
多
浮

立
は
天
衝
舞
浮
立
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、頭

上
に
「天
衝
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
か
ぶ
り

も
の
を
か
ぶ
って
舞
う
姿
は
荘
厳
で
勇
壮
で

あ
る
。
 

戦
争
中
に
一
時中
断
し
た
が
、昭
和
2
4年
に

復
活
さ
れ
、今
日
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。2
 

年
に
1
度
、
1
0月
2
5日
に
近
い
土
曜
日
、
日

曜
日
に
老
松
神
社

の
秋
の
神
幸
祭
に
、
瑞

応
寺
跡
（
一
説に
は
妙
法
寺
跡
）
で
打
ち
出

し
、
老
松
神
社
、
若
宮
神
社
に
奉
納
さ
れ

る
。
 

■

江
迎
城
跡
 
（
地
図
番
号
照

江
迎
か
ら
八
枚
に
か
けて
の
ク
リ
ー
ク
は
、
 

中
世
の
環
濠
集
落
の
跡
で
、江
迎
城
と
こ
れ

を
中
心
に
発
達
し
た
ーノ
橋
の
集
落
跡
で
あ

る
。
圃
場
整
備
以
前
に
は
、濠
割
で
区
画
さ

れ
た
「
島
屋
敷
」
が
残
って
い
た
。現
在
は
、江

迎
の
中
の
島
を
中
心
と
す
る
一
部
に昔
の
姿

を
と
ど
め
て
い
る
。
 

江
迎
城
は
文
献
に
は
見
え
な
い
が
、発
掘

調
査
の
結
果
、建
物
の
柱
跡
が
見
つ
か
り
、鎌

倉
時
代
の
中
国
製
の
磁
器
が
出
土
し
た
。ま

た
ーノ
橋
と
い
う
地
名
か
ら
、そ
こ
で
は
市
が

開
か
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

こ
の
ほ
か
に
も
、
町
南
部
の
平
野
部
に
は

加
茂
環
濠
集
落
跡
、前
牟
田
城
跡
、米
多
城

跡
な
ど
中
世
の
城
館
や
集
落
跡
が
残
っ
て
い

た
が
、圃
場
整
備
に
よ
って
ク
リ
ー
ク
が
埋
め

立
て
ら
れ当
時
の
面
影
は
失
わ
れ
て
し
ま
った
。
 

為朝伝説の山 鎮西山 

五万ケ池 

火砕流でなぎ倒された巨木 

緑地として残されたニ塚山五本谷遺跡 船石遺跡 

佐渡神社肥前鳥居 

米多浮立 天衝舞 



東脊振旧 

至佐賀 

史 
上峰町 

跡マップ 

至佐賀大和に 

至鳥栖IC 

至鳥栖 

旧長崎街道

至佐賀 

0鎮西山

＠孟方碗 

④鳥越不動院（奥の院） 

0鳥越山神社 

O永昌山 青松寺 

O憲眼寺跡 

●屋形原天満神社 

O藤丘陵の阿蘇4火砕流跡と埋没林（県天然記念物） 

④隠王塁跡（県史跡） 

⑩堤天満神社 

①竺環笛五本谷遺跡（県史跡） 

①船石山浄地院 西蓮寺 

⑩諮岩遺跡（県史跡） 

①舟石宮天神社 

①切通天満神社 

⑩劫猫遺跡 

①成田山佐賀誠信教会 

⑩ー本谷遺跡 

⑩古墳公園（自逢環古墳群改葬地） 

四蔀絶安茄呈量 

④宇佐八幡宮 

●乙宮神社 

四坊所城跡 

④佐渡神社 

四陸軍飛行場跡 

四来多の弁伝承地 

＠塔の環廃寺跡 

田老松神社と来4 笠（県重要無形民俗文化財） 

四瑞応寺跡 

＠筑波山 園城寺 

田観喜山 聞法寺 

田お旅所q日若宮神社跡） 

田5t道城跡（ウォーターランド江迎公園） 

田礎岩 
てんりゆうくん 


